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本事業の目的および全体概要

平成平成1717年度年度チェーンストア（グロサリ商材）にてチェーンストア（グロサリ商材）にて策定された策定された『『流通ビジネスメッセージ標準流通ビジネスメッセージ標準』』

をベースとしてアパレル商材向けＥＤＩ標準の検討を行い、をベースとしてアパレル商材向けＥＤＩ標準の検討を行い、流通ビジネスメッセージ標準流通ビジネスメッセージ標準と整合と整合
したアパレル商材対応したアパレル商材対応ののメッセージ拡大を行う。メッセージ拡大を行う。

チェーンストア業界－アパレル業界間の業務プロセスチェーンストア業界－アパレル業界間の業務プロセス定義定義
流通ビジネスメッセージ標準流通ビジネスメッセージ標準（アパレル拡大版）（アパレル拡大版）

発注メッセージ

出荷（梱包）
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アパレル業界流通ビジネスメッセージ標準策定事業スケジュール

７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

@ﾀｽｸﾁｰﾑ

アパレル取引
特有項目確認

検
討

共
同

委
員
会

ア
パ
レ
ル
業
界
内
検
討

１．流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準
（ver.0.4）の内容の把握

２．現状チェーンストア業界－アパレル業界間
業務プロセス実態調査

４．現状メッセージの収集

策定内容読み合わせ

ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ調査実施調査方法検討

課題抽出・整理

メッセージ比較表
作成

メッセージ/項目の収集

３．標準業務プロセス策定

標準業務プロセス
モデル策定

チェーンストア-アパレル間
ﾌﾟﾛｾｽと流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準ﾞ

との対応関係整理

５．標準メッセージ策定

JAICメッセージとの

対応関係整理
流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準

標準策定

６．インフラモデル策定

インフラモデル策定インフラ調査

・業務ﾌﾟﾛｾｽ上の
課題解決の方向性

・ﾓﾃﾞﾙ化ﾌﾟﾛｾｽ確認

第1回

委員会

第1回

委員会
第3回

委員会

第3回

委員会

2月末～3月初

第2回

委員会

第2回

委員会

チェーンストア-
ｱﾊﾟﾚﾙ企業間
ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙ

標準業務
ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙ

現状ﾒｯｾｰｼﾞ
比較表

標準対応
ｲﾝﾌﾗﾓﾃﾞﾙ

ｱﾊﾟﾚﾙ意見取りまとめ① ｱﾊﾟﾚﾙ意見取りまとめ② ｱﾊﾟﾚﾙ意見取りまとめ③ ｱﾊﾟﾚﾙ意見取りまとめ④

・ﾒｯｾｰｼﾞ
（ｱﾊﾟﾚﾙ拡大版）
確認

・ﾒｯｾｰｼﾞ
（ｱﾊﾟﾚﾙ拡大版）
確認

・「ver.1.0」と「ｱﾊﾟﾚﾙ

拡大版」の整合性
確認

（検討結果） （検討結果） （検討結果） （検討結果）

・現状業務ﾌﾟﾛｾｽの課題
・チェーンストア-ｱﾊﾟﾚﾙ間ﾌﾟﾛｾｽ

ﾓﾃﾞﾙ

・標準業務ﾌﾟﾛｾｽ
・流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準

・JAICﾒｯｾｰｼﾞとの整合性確保

・流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準対応
ｲﾝﾌﾗﾓﾃﾞﾙ

（検討結果）

流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ
（ｱﾊﾟﾚﾙ拡大）

・流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準（ver.1.0）

との整合性確保
・流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準（ｱﾊﾟﾚﾙ

拡大版）報告書

昨年度
報告書

７．流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準
（ver.1.0）との整合性確認

ｱﾊﾟﾚﾙ
拡大項目

提案

流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ
標準（ver.1.0）策定

内容確認

1/16

既存業務プロセス／メッセージの整理を行い、標準業務プロセス／メッセージの策定を実施
アパレル業界での検討により議案作成を行い、チェーンストアとの共同検討にて精査を行う
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本事業の実施作業内容

１．１．流通ビジネス流通ビジネスメッセージメッセージ標準標準（（ver.0.4ver.0.4）内容の把握）内容の把握

昨年度策定の経緯／実施内容の調査（プロセス、メッセージ、ガイ
ドライン）

２．現状チェーンストア－アパレル間業務プロセス実態調査２．現状チェーンストア－アパレル間業務プロセス実態調査

アパレル企業３社に対してヒアリング調査実施
現状チェーンストア－アパレル間業務プロセスについて検討
現状業務プロセス上の課題抽出

３．標準業務プロセスの検討３．標準業務プロセスの検討
チェーンストア－アパレル間業務プロセスと昨年度策定
された業務プロセス（６パターン）との対応を確認
チェーンストア－アパレル間業務プロセスの整理

All Rights Reserved, Copyright ©㈱富士通総研 20062

小売 卸・メーカー

①受発注型

照合

発注 入荷入荷 出荷出荷出荷（店別）

検品・受領
（店）

検品・受領
（店）

出荷

受領確認
（店）

受領確認
（店）

受領（店） 照合

受領
受領

請求確認請求確認

支払案内支払案内

照合 請求

支払案内

請求請求

支払確認支払確認

請求ありパターン請求ありパターン

請求レスパターン請求レスパターン

店別納品

商品マスタ
作成

商品マスタ
作成

商品マスタ 商品マスタ
登録

商品マスタ
登録

発注
（初回発注）

発注
（初回発注）

発注（店別） 受注受注

仕入計上
（店）
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小売 卸・メーカー

②納品提案型

照合

発注 入荷入荷 出荷（店別）

検品・受領
（店）

検品・受領
（店）

出荷

受領確認
（店）

受領確認
（店）

受領（店） 照合

受領
受領

請求確認請求確認

支払案内支払案内

照合 請求

支払案内

請求請求

支払確認支払確認

請求ありパターン請求ありパターン

請求レスパターン請求レスパターン

店別納品

商品マスタ
作成

商品マスタ
作成

商品マスタ 商品マスタ
登録

商品マスタ
登録

発注発注 発注（店別） 受注受注

仕入計上
（店）

納品提案納品提案納品提案承認納品提案承認 納品提案

提案商品決定
（事前アソート）

提案商品決定
（事前アソート）

納品提案

出荷出荷
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③アパレル在庫管理型（VMI型）

小売 卸・メーカー

照合

発注 入荷入荷 出荷出荷出荷（店別）

検品・受領
（店）

検品・受領
（店）

出荷

受領確認
（店）

受領確認
（店）

受領（店） 照合

受領
受領

請求確認請求確認

支払案内支払案内

照合 請求

支払案内

請求請求

支払確認支払確認

請求ありパターン請求ありパターン

請求レスパターン請求レスパターン

店別納品

商品マスタ
作成

商品マスタ
作成

商品マスタ 商品マスタ
登録

商品マスタ
登録

発注
（初回発注）

発注
（初回発注）

発注（店別） 受注受注

POS売上報告POS売上報告

商品移動報告商品移動報告

店頭在庫報告店頭在庫報告

仕入計上
（店）

POS売上

商品移動

店頭在庫

店頭在庫管理店頭在庫管理

ＰＯＳ売上

商品移動

店頭在庫

店頭在庫
管理

All Rights Reserved, Copyright ©㈱富士通総研 20065

小売 卸・メーカー

④消化商品型

商品マスタ
確認

商品マスタ
確認

商品マスタ
作成

商品マスタ
作成

商品マスタ

販売販売

POS売上報告POS売上報告POS売上 売上確認売上確認

仕入計上仕入計上仕入計上 売掛消込売掛消込

支払案内支払案内 支払確認支払確認支払案内

店頭在庫報告店頭在庫報告

店頭在庫移動
報告

店頭在庫移動
報告

店頭在庫

店舗在庫移動

店頭在庫管理店頭在庫管理

仕入計上

支払案内

請求レスパターン請求レスパターン

出荷検品出荷検品

店別納品

ＰＯＳ売上

店頭在庫

店頭在庫
移動

商品提供先商品提供先

店頭在庫
管理

売掛計上売掛計上

売掛

照合

部門

業務区分
課題小売 ＥＤＩ アパレル

値
札
作
成

値
札
発
行

値
札
発
行

業務実施状況

値札ﾃﾞｰﾀ受領値札ﾃﾞｰﾀ受領値札ﾃﾞｰﾀ作成／送付値札ﾃﾞｰﾀ作成／送付

値札発行／取付値札発行／取付

・値札のﾌｫｰﾏｯﾄは各社
各様

・値札表示内容は小売
の指定とおり

・物流にとって値札取付
は手間になっている

・ﾊﾟｰｿﾅﾙ商品では
値札を取り付けている
（ｲﾝﾅｰ商品でも値札が
残っていることがある）

・地方ＧＭＳでは値札を
取り付けることが多い

発
注
発
注

納
品
提
案

■ 値札レスの実現
■ 値札の統一
（ｻｲｽﾞ、表示内容）

納品（数量）提案納品（数量）提案納品提案受領納品提案受領

承認承認

発注発注

発注ﾃﾞｰﾀ入力発注ﾃﾞｰﾀ入力

・発注ﾃﾞｰﾀ入力するのは
補充発注の場合か？発

注
／
受
注

受注受注

・初回納品時に納品提案
ﾃﾞｰﾀを小売に送付する
場合がある（紙もあり）

・小売側で発注承認ﾃﾞｰﾀ
を入力する場合がある

・発注ﾒｯｾｰｼﾞから値札発
行に必要なﾃﾞｰﾀを抽出

・発注に対する在庫引当
分のみ値札を発行

初回発注と補充発注の区別について初回発注と補充発注の区別について

ﾊﾟﾀｰﾝ 1 ﾊﾟﾀｰﾝ 2
本部からの発注を初回、
店舗からの発注を補充

発注ﾃﾞｰﾀを受信する日
で初回と補充を区別

■ 初回納品時の
納品提案ﾃﾞｰﾀ送付

（紙ではない）

■ 初回発注と補充
発注のﾃﾞｰﾀ種別

による区別

・納品提案とおりに
発注が返ってこない

・納品可能なﾀｲﾐﾝｸﾞに
合せて発注時期を調整

・客注は電話 or ＦＡＸ

・ＧＭＳ／ＳＭ取引での
補充発注は相手主導が
多い

※ﾜｺｰﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞは販売員
がｻﾎﾟｰﾄ

※ｳｨﾝｸﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞは相手発注

※1

（ﾃﾞｰﾀをみることで）
販売実績と欠品率を把握したい

ＪＣＡＪＣＡ

ＦＤ

ﾒｰﾙ

ＪＣＡＪＣＡ

紙紙

部門

業務区分
課題小売 ＥＤＩ アパレル

商
品
企
画

商
品
マ
ス
タ
登
録

商
品
マ
ス
タ
登
録

商品企画商品企画商品企画商品企画

商
談 提案提案提案検討提案検討

（営業）
必要なﾃﾞｰﾀの抽出

（営業）
必要なﾃﾞｰﾀの抽出

決定分の
商品ﾏｽﾀ作成

決定分の
商品ﾏｽﾀ作成

商品ﾏｽﾀ受領商品ﾏｽﾀ受領

商
品
マ
ス
タ
作
成

マ
ス
タ
登
録 ｲﾝｽﾄｱ単品ｺｰﾄﾞ

の追加

ｲﾝｽﾄｱ単品ｺｰﾄﾞ
の追加

（単品発注の場合）
手書台帳作成

（単品発注の場合）
手書台帳作成

ｲﾝｽﾄｱ
単品ｺｰﾄﾞ

ｲﾝｽﾄｱ
単品ｺｰﾄﾞ

受領受領

業務実施状況

・数入れはしない
・什器単位で商品ｱｿｰﾄ
を決定

商品基本ﾃﾞｰﾀの
提供

商品基本ﾃﾞｰﾀの
提供

（情報ｼｽﾃﾑ部門）
基本ﾃﾞｰﾀ基本ﾃﾞｰﾀ

・ﾒｰｶからはﾒｰｶ品番、
ｻｲｽﾞ、ｶﾗｰが送付される

・営業が各小売個別の
項目を入力

・上下ｾｯﾄ（ﾊﾞﾝﾄﾞﾙ）品
は上下別ｺｰﾄﾞで管理

・値札が残っている場合
にも商品ﾏｽﾀを送付

・廃盤商品は営業担当が
取引先の端末に直接
入力している

提案提案

ＦＡＸ（郵送）

ＦＤ

ﾒｰﾙ

ＪＣＡＪＣＡ

ＦＤ

ﾒｰﾙ 商品ﾏｽﾀ登録商品ﾏｽﾀ登録

■ 商品マスタの改廃

管理

・商品マスタの送付は
フロッピーやEメール、
小売指定のEDIなど

個別に対応している
おり、業務負荷が高い

■ 商品マスタ登録

業務負荷の軽減

ﾀのの

ｻｲｽ 、ｶﾗｰが送付される
・営業が各小売個別の
項目を入力

・上下ｾｯﾄ（ﾊﾞﾝﾄ゙ ﾙ）品
は上下別ｺｰﾄ゙ で管理

・値札が残っている場合
にも商品ﾏｽﾀを送付

・廃盤商品は営業担当が
　取引先の端末に直接
　入力している

■ 商品マスタの改廃

　　管理

・商品マスタの送付は
　フロッピーやEメール、
　小売指定のEDIなど
　個別に対応している
　おり、業務負荷が高い

■ 商品マスタ登録

　　業務負荷の軽減

【ＧＭＳ／ＳＭ－アパレル間業務プロセス一覧】

支払案内データ

請求データ

返品受領データ

返品データ

倉庫在庫情報データ

売上（ＰＯＳ）データ

店頭在庫報告データ

卸・メーカー

支払

小売へ

買掛

売掛

小　売

検品

消込

受注

発注

商品ﾏｽﾀｰ
登録

商品ﾏｽﾀｰ
登録

商品ﾏｽﾀｰ

卸・メｰｶｰから

ｾﾝﾀｰ在庫
補充

値札作成

出荷

値札作成データ

在庫補充

（GDS）

卸・ﾒｰｶｰへ

返品

小売から

消込

返品受領

受領（伝票）データ

出荷(伝票）データ

出荷(梱包）データ

発注訂正データ

集計表発注データ

発注データ

請求

在庫
情報
共有

在庫
情報
共有

納品提案データ

現行業務フローと課題現行業務フローと課題

アパレル業界における
ビジネスプロセスモデル

（チェーンストア－アパレル間）

アパレル業界における
ビジネスプロセスモデル

（チェーンストア－アパレル間）

0 データ整合性 テスト区分 必須 Ｆ 識別 ○

2 データ整合性 メッセージ種 必須 Ｆ データ種別 データ区分 データ区分 データ種別 ○

3 データ整合性 データ作成日 必須 Ｆ データ処理日付 データ作成日 データ処理日

4 データ整合性 データ作成時刻 必須 Ｆ データ処理時刻 データ作成時刻 データ処理日

8 登場人物：小売 データ送信元 必須 Ｆ
最終送信先コード
（6）ステーションｱ

データ送信元 データ送信元

48 登場人物：VAN会社 直接送信先 必須 Ｆ

送受信ヘッダ

5 データ整合性 取引件数 任意 Ｆ 帳票枚数

32
登場人物：卸/メーカー<デー
タ送信関連>

最終送信先 必須 Ｆ 送信先コード

＜支払企業＞

11 登場人物：小売 支払法人コード 必須 ＤＨ 社（法人コード）
発注法人コード、
受注企業コード

12 登場人物：小売 支払法人GLN 必須 ＤＨ

＜返品者＞

14 登場人物：小売 発注者コード 必須 ＤＨ
発注法人コード、
受注企業コード

15 登場人物：小売 発注者GLN 必須 ＤＨ

16 登場人物：小売 発注者名称 任意 ＤＨ 法人名

17 登場人物：小売 発注者名称カナ 任意 ＤＨ
チェ ン名（チェ
ン名称　カナ文
字）

社名

＜取引＞

85 番号 取引番号（発注・返品） 必須 ＤＨ 伝票番号 伝票番号 伝票番号 伝票№ 伝票番号

86 番号 取引付属番号 任意 ＤＨ

＜返品引取り場所＞

18 登場人物：小売 直接納品先コード 必須 ＤＨ 店コード 店コード センターコード

19 登場人物：小売 直接納品先GLN 必須 ＤＨ

20 登場人物：小売 直接納品先名称 任意 ＤＨ 店名

21 登場人物：小売 直接納品先名称カナ 任意 ＤＨ 店舗名称 センター名

＜返品出荷先＞

22 登場人物：小売 最終納品先コード 必須 ＤＨ 店コード 店コード 店コード

23 登場人物：小売 最終納品先GLN 必須 ＤＨ

24 登場人物：小売 最終納品先名称 任意 ＤＨ
デ タ 送信元セ
ンターコード（6）ス
テーションアドレス

25 登場人物：小売 最終納品先名称カナ 任意 ＤＨ 店名 店名

＜計上部署＞

26 登場人物：小売 計上部署コード 必須 ＤＨ 店コード

27 登場人物：小売 計上部署GLN 必須 ＤＨ

166 登場人物：小売 計上部署名称（カナ） 任意 ＤＨ

＜請求取引先＞

34
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先コード 必須 DH 直接送信先

35
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先GLN 必須 DH

36 登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先名 任意 DH

37
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先名カナ 任意 DH

＜取引先＞

StandardBusinessDocumentHeader
                         >DocumentIdentification>CreationDateAndTime

StandardBusinessDocumentHeader>DocumentIdentification>Type

StandardBusinessDocumentHeader>BusinessScope>Scope

StandardBusinessDocumentHeader>Sender>Identifier

StandardBusinessDocumentHeader>BusinessScope

message>numberOfTradingDocuments

message>ultimateReceiver

全体業務フロー（ver.4.0）全体業務フロー（ver.4.0）

メッセージリスト（ver.4.0）メッセージリスト（ver.4.0）



4

経済産業省 平成１８年度
流通システム標準化事業

Copyright© 2006 （株）富士通総研 All rights reserved

本事業の実施作業内容

４．現状チェーンストア－アパレル間ＥＤＩメッセージの収集４．現状チェーンストア－アパレル間ＥＤＩメッセージの収集

チェーンストア－アパレル間業務プロセスと昨年度策定された業
務プロセス（６パターン）との対応を確認

５．５．流通ビジネスメッセージ流通ビジネスメッセージ標準（アパレル対応版）の策定標準（アパレル対応版）の策定
現行ＥＤＩメッセージ項目を流通ビジネスメッセージ標準（ｖｅｒ.0.5）項目へマッピング

マッピング結果／マッピング外項目の内容確認

0 データ整合性 テスト区分 必須 Ｆ 識別 ○

2 データ整合性 メッセージ種 必須 Ｆ データ種別 データ区分 データ区分 データ種別 ○

3 データ整合性 データ作成日 必須 Ｆ データ処理日付 データ作成日 データ処理日

4 データ整合性 データ作成時刻 必須 Ｆ データ処理時刻 データ作成時刻 データ処理日

8 登場人物：小売 データ送信元 必須 Ｆ
最終送信先コード
（6）ステーションｱ

データ送信元 データ送信元

48 登場人物：VAN会社 直接送信先 必須 Ｆ

送受信ヘッダ

5 データ整合性 取引件数 任意 Ｆ 帳票枚数

32
登場人物：卸/メーカー<デー
タ送信関連>

最終送信先 必須 Ｆ 送信先コード

＜支払企業＞

11 登場人物：小売 支払法人コード 必須 ＤＨ 社（法人コード）
発注法人コード、
受注企業コード

12 登場人物：小売 支払法人GLN 必須 ＤＨ

＜返品者＞

14 登場人物：小売 発注者コード 必須 ＤＨ
発注法人コード、
受注企業コード

15 登場人物：小売 発注者GLN 必須 ＤＨ

16 登場人物：小売 発注者名称 任意 ＤＨ 法人名

17 登場人物：小売 発注者名称カナ 任意 ＤＨ
チェーン名（チェー
ン名称　カナ文
字）

社名

＜取引＞

85 番号 取引番号（発注・返品） 必須 ＤＨ 伝票番号 伝票番号 伝票番号 伝票№ 伝票番号

86 番号 取引付属番号 任意 ＤＨ

＜返品引取り場所＞

18 登場人物：小売 直接納品先コード 必須 ＤＨ 店コード 店コード センターコード

19 登場人物：小売 直接納品先GLN 必須 ＤＨ

20 登場人物：小売 直接納品先名称 任意 ＤＨ 店名

21 登場人物：小売 直接納品先名称カナ 任意 ＤＨ 店舗名称 センター名

＜返品出荷先＞

22 登場人物：小売 最終納品先コード 必須 ＤＨ 店コード 店コード 店コード

23 登場人物：小売 最終納品先GLN 必須 ＤＨ

24 登場人物：小売 最終納品先名称 任意 ＤＨ
データー送信元セ
ンターコード（6）ス
テーションアドレス

25 登場人物：小売 最終納品先名称カナ 任意 ＤＨ 店名 店名

＜計上部署＞

26 登場人物：小売 計上部署コード 必須 ＤＨ 店コード

27 登場人物：小売 計上部署GLN 必須 ＤＨ

166 登場人物：小売 計上部署名称（カナ） 任意 ＤＨ

＜請求取引先＞

34
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先コード 必須 DH 直接送信先

35
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先GLN 必須 DH

36
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先名 任意 DH

37
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先名カナ 任意 DH

＜取引先＞

StandardBusinessDocumentHeader
                         >DocumentIdentification>CreationDateAndTime

StandardBusinessDocumentHeader>DocumentIdentification>Type

StandardBusinessDocumentHeader>BusinessScope>Scope

StandardBusinessDocumentHeader>Sender>Identifier

StandardBusinessDocumentHeader>BusinessScope

message>numberOfTradingDocuments

message>ultimateReceiver

0 データ整合性 テスト区分 必須 Ｆ 識別 ○

2 データ整合性 メッセージ種 必須 Ｆ データ種別 データ区分 データ区分 データ種別 ○

3 データ整合性 データ作成日 必須 Ｆ データ処理日付 データ作成日 データ処理日

4 データ整合性 データ作成時刻 必須 Ｆ データ処理時刻 データ作成時刻 データ処理日

8 登場人物：小売 データ送信元 必須 Ｆ 最終送信先コード
（6）ステーションｱ

データ送信元 データ送信元

48 登場人物：VAN会社 直接送信先 必須 Ｆ

送受信ヘッダ

5 データ整合性 取引件数 任意 Ｆ 帳票枚数

32
登場人物：卸/メーカー<デー
タ送信関連>

最終送信先 必須 Ｆ 送信先コード

＜支払企業＞

11 登場人物：小売 支払法人コード 必須 ＤＨ 社（法人コード）
発注法人コード、
受注企業コード

12 登場人物：小売 支払法人GLN 必須 ＤＨ

＜返品者＞

14 登場人物：小売 発注者コード 必須 ＤＨ 発注法人コード、
受注企業コード

15 登場人物：小売 発注者GLN 必須 ＤＨ

16 登場人物：小売 発注者名称 任意 ＤＨ 法人名

17 登場人物：小売 発注者名称カナ 任意 ＤＨ
チェーン名（チェー
ン名称　カナ文
字）

社名

＜取引＞

85 番号 取引番号（発注・返品） 必須 ＤＨ 伝票番号 伝票番号 伝票番号 伝票№ 伝票番号

86 番号 取引付属番号 任意 ＤＨ

＜返品引取り場所＞

18 登場人物：小売 直接納品先コード 必須 ＤＨ 店コード 店コード センターコード

19 登場人物：小売 直接納品先GLN 必須 ＤＨ

20 登場人物：小売 直接納品先名称 任意 ＤＨ 店名

21 登場人物：小売 直接納品先名称カナ 任意 ＤＨ 店舗名称 センター名

＜返品出荷先＞

22 登場人物：小売 最終納品先コード 必須 ＤＨ 店コード 店コード 店コード

23 登場人物：小売 最終納品先GLN 必須 ＤＨ

24 登場人物：小売 最終納品先名称 任意 ＤＨ
データー送信元セ
ンターコード（6）ス
テ ションアドレス

25 登場人物：小売 最終納品先名称カナ 任意 ＤＨ 店名 店名

＜計上部署＞

26 登場人物：小売 計上部署コード 必須 ＤＨ 店コード

27 登場人物：小売 計上部署GLN 必須 ＤＨ

166 登場人物：小売 計上部署名称（カナ） 任意 ＤＨ

＜請求取引先＞

34
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先コード 必須 DH 直接送信先

35
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先GLN 必須 DH

36
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先名 任意 DH

37
登場人物：卸/メーカー<請求
支払関連>

請求取引先名カナ 任意 DH

＜取引先＞

StandardBusinessDocumentHeader
                         >DocumentIdentification>CreationDateAndTime

StandardBusinessDocumentHeader>DocumentIdentification>Type

StandardBusinessDocumentHeader>BusinessScope>Scope

StandardBusinessDocumentHeader>Sender>Identifier

StandardBusinessDocumentHeader>BusinessScope

message>numberOfTradingDocuments

message>ultimateReceiver

番号 分類 名寄せ後項目名 名寄せ後項目名 名寄せ後項目名 階層
引継
項目

発注（8501）
伝票発行型発
注メッセージ

（9501）

コード
リスト

SBDH
0 データ整合性 テスト区分 Ｆ 運用区分 運用区分 ○

2 データ整合性 メッセージ種 Ｆ データ種別 データ区分 帳票区分
情報区分コード

(21002)
情報区分コード

(21002)
○

3 データ整合性 データ作成日 Ｆ データ処理日 データ作成日
データ作成日

(21003)
データ作成日

(21003)

4 データ整合性 データ作成時刻 Ｆ
データ処理時

刻
データ作成時

刻
データ作成時

刻 (21018)
データ作成時

刻 (21018)

8 登場人物：小売 データ送信元 Ｆ
データー送信

元
ステーションア

ドレス

48 登場人物：VAN会社 直接送信先 Ｆ
直接送信先

コード
ステーションア

ドレス

送受信ヘッダ
5 データ整合性 取引件数 Ｆ 帳票枚数 取引件数

32
登場人物：卸/メーカー<デー
タ送信関連>

最終送信先 Ｆ
最終送信先

コード
最終送信先

＜支払企業＞

11 登場人物：小売 支払法人コード ＤＨ 発注企業コード 法人コード

12 登場人物：小売 支払法人GLN ＤＨ

＜発注者＞

14 登場人物：小売 発注者コード ＤＨ 発注企業コード 法人コード
発注事業部

コード
発注企業コード

1 (21004)
発注企業コード

1 (21004)

15 登場人物：小売 発注者GLN ＤＨ
ＧＬＮ発注企業

コード
発注企業コード

1 (21004)
発注企業コード

1 (21004)

16 登場人物：小売 発注者名称 ＤＨ 社名（法人名）
チェーンストア

名称

17 登場人物：小売 発注者名称カナ ＤＨ 社名

＜取引＞

85 番号 取引番号（発注・返品） ＤＨ 伝票番号 伝票№
発注伝票番号

(21153)
発注伝票番号

(21153)

86 番号 取引付属番号 ＤＨ 外注№（客注） 配達伝票番号
伝票番号SEQ-

No
発注ＮＯ 整理番号

＜直接納品先＞

18 登場人物：小売 直接納品先コード ＤＨ
納品センター

コード
センターコード センターコード＋

担当センター
コード

地区コード
納品センター

コード
センター店番 ルートコード

19 登場人物：小売 直接納品先GLN ＤＨ

20 登場人物：小売 直接納品先名称 ＤＨ
納品センター名

称
出荷先名

21 登場人物：小売 直接納品先名称カナ ＤＨ
納品センター名

称（カナ）
センター名

＜最終納品先＞

22 登場人物：小売 最終納品先コード ＤＨ
店コード（発注
企業コード）

営業所コード
店コード、店舗

コード
納入先コード

(21220)
納入先コード

(21220)

23 登場人物：小売 最終納品先GLN ＤＨ
納入先コード

(21220)
納入先コード

(21220)

24 登場人物：小売 最終納品先名称 ＤＨ 店名
納品センター名

称

25 登場人物：小売 最終納品先名称カナ ＤＨ 店名 社名＋店名 店名（カナ）
納入店名(半
角)（21221）

＜計上部署＞

26 登場人物：小売 計上部署コード ＤＨ 店コード 部
検品所コード

(21235)
検品所コード

(21235)

27 登場人物：小売 計上部署GLN ＤＨ
検品所コード

(21235)
検品所コード

(21235)

166 登場人物：小売 計上部署名称（カナ） ＤＨ

＜陳列場所＞

28 登場人物：小売 陳列場所コード ＤＨ 部門コード
分類コード（ＤＰ

Ｔ）
フロア 階№ 売り場コード 群番 通路№ DEPT ライン 島番号 台番 ゴンドラ番号

売場コード
(21214)

売場コード
(21214)

29 登場人物：小売 陳列場所名称 ＤＨ

30 登場人物：小売 陳列場所名称カナ ＤＨ フロアー 売場名称

番号 分類 名寄せ後項目名 名寄せ後項目名 名寄せ後項目名 階層
引継
項目

発注（8501）
伝票発行型発
注メッセージ

（9501）

コード
リスト

SBDH
0 データ整合性 テスト区分 Ｆ 運用区分 運用区分 ○

2 データ整合性 メッセージ種 Ｆ データ種別 データ区分 帳票区分
情報区分コード

(21002)
情報区分コード

(21002)
○

3 データ整合性 データ作成日 Ｆ データ処理日 データ作成日
データ作成日

(21003)
データ作成日

(21003)

4 データ整合性 データ作成時刻 Ｆ
データ処理時

刻
データ作成時

刻
データ作成時

刻 (21018)
データ作成時

刻 (21018)

8 登場人物：小売 データ送信元 Ｆ
データー送信

元
ステーションア

ドレス

48 登場人物：VAN会社 直接送信先 Ｆ
直接送信先

コード
ステーションア

ドレス

送受信ヘッダ
5 データ整合性 取引件数 Ｆ 帳票枚数 取引件数

32
登場人物：卸/メーカー<デー
タ送信関連>

最終送信先 Ｆ
最終送信先

コード
最終送信先

＜支払企業＞

11 登場人物：小売 支払法人コード ＤＨ 発注企業コード 法人コード

12 登場人物：小売 支払法人GLN ＤＨ

＜発注者＞

14 登場人物：小売 発注者コード ＤＨ 発注企業コード 法人コード
発注事業部

コード
発注企業コード

1 (21004)
発注企業コード

1 (21004)

15 登場人物：小売 発注者GLN ＤＨ
ＧＬＮ発注企業

コード
発注企業コード

1 (21004)
発注企業コード

1 (21004)

16 登場人物：小売 発注者名称 ＤＨ 社名（法人名）
チェーンストア

名称

17 登場人物：小売 発注者名称カナ ＤＨ 社名

＜取引＞

85 番号 取引番号（発注・返品） ＤＨ 伝票番号 伝票№
発注伝票番号

(21153)
発注伝票番号

(21153)

86 番号 取引付属番号 ＤＨ 外注№（客注） 配達伝票番号
伝票番号SEQ-

No
発注ＮＯ 整理番号

＜直接納品先＞

18 登場人物：小売 直接納品先コード ＤＨ
納品センター

コード
センターコード センターコード＋

担当センター
コード

地区コード
納品センター

コード
センター店番 ルートコード

19 登場人物：小売 直接納品先GLN ＤＨ

20 登場人物：小売 直接納品先名称 ＤＨ
納品センター名

称
出荷先名

21 登場人物：小売 直接納品先名称カナ ＤＨ
納品センター名

称（カナ）
センター名

＜最終納品先＞

22 登場人物：小売 最終納品先コード ＤＨ
店コード（発注
企業コード）

営業所コード
店コード、店舗

コード
納入先コード

(21220)
納入先コード

(21220)

23 登場人物：小売 最終納品先GLN ＤＨ
納入先コード

(21220)
納入先コード

(21220)

24 登場人物：小売 最終納品先名称 ＤＨ 店名
納品センター名

称

25 登場人物：小売 最終納品先名称カナ ＤＨ 店名 社名＋店名 店名（カナ）
納入店名(半
角)（21221）

＜計上部署＞

26 登場人物：小売 計上部署コード ＤＨ 店コード 部
検品所コード

(21235)
検品所コード

(21235)

27 登場人物：小売 計上部署GLN ＤＨ
検品所コード

(21235)
検品所コード

(21235)

166 登場人物：小売 計上部署名称（カナ） ＤＨ

＜陳列場所＞

28 登場人物：小売 陳列場所コード ＤＨ 部門コード
分類コード（ＤＰ

Ｔ）
フロア 階№ 売り場コード 群番 通路№ DEPT ライン 島番号 台番 ゴンドラ番号

売場コード
(21214)

売場コード
(21214)

29 登場人物：小売 陳列場所名称 ＤＨ

30 登場人物：小売 陳列場所名称カナ ＤＨ フロアー 売場名称

メッセージマッピング結果メッセージマッピング結果

メッセージ階層別構造メッセージ階層別構造
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本年度の検討範囲

対象業務プロセス（取引形態）対象業務プロセス（取引形態）

本年度の検討は、受発注業務モデルにおける６つの納品プロセスパターンについての検討を実施

受発注型

納品提案型

情報共有型

アパレル商材流通における業務モデルアパレル商材流通における業務モデル】】【【

売上（POS）消化型
委託/消化型

【【納品形態／物流プロセス納品形態／物流プロセス】】

店舗直接納品
小売センター（TC）経由店別納品
小売センター（TC）経由総量納品①
（店別発注総量納品）

小売センター（TC）経由総量納品②
（総量発注総量納品）

小売買取センター（DC）経由納品
預り在庫型センター（DC）経由納品

【流通ビジネスメッセージ標準納品プロセス】

消化商品の物流（物品の受領のみ）

《買取取引》

《消化取引》

ＰＯＳ売上情報
在庫情報（店頭・倉庫）

※業務モデル/物流プロセスは、本年度実施範囲以外のプロセスについては、名称定義まで至っておりません。

本事業の検討対象
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本年度の検討範囲

対象とするＥＤＩメッセージ対象とするＥＤＩメッセージ

平成17年ＥＤＩ標準
策定事業検討結果

７ﾒｯｾｰｼﾞ

発注
出荷伝票

出荷梱包①
受領
返品
請求
支払

本年度の検討対象メッセージ

発注
出荷伝票
出荷梱包①
出荷梱包②
受領
返品
請求
支払

値札

出荷梱包②：出荷梱包ヒモ付け無し

情報共有系メッセージ

納品提案

ＰＯＳ売上
在庫報告
移動報告

･

商品マスタ

来年度以降の残課題

チェーンストア－アパレル間で
現状利用されているメッセージ

商品マスタ
納品提案
値札
発注
出荷伝票
出荷梱包（ヒモ付けあり）
出荷梱包（ヒモ付けなし）
受領
ＰＯＳ売上
在庫報告（小売→ｱﾊﾟ）
移動報告（小売→ｱﾊﾟ）
返品
請求
支払

９ﾒｯｾｰｼﾞ
（赤字：本年度追加ﾒｯｾｰｼﾞ）

受発注業務モデルにて利用するメッセージを対象に検討を実施
残メッセージは来年度以降に検討予定
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アパレル商材対応における課題と対応

＜対象業務＞＜対象業務＞ ＜＜検討内容検討内容＞＞

値札値札 値札メッセージ項目の検討実施

商品マスタ登録プロセス商品マスタ登録プロセス 商品マスタメッセージ項目の検討実施

商品コード商品コード アパレル商材の現状認識及び基本方針の確認

ダラー品番発注ダラー品番発注 ダラー品番発注の存在確認及び対応方法の決定
（運用ガイドライン化）

納品提案納品提案 納品提案メッセージ項目の検討実施

発注区分発注区分
発注区分定義の確認及び対応方針の決定

（運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ化）

返品返品受領受領 返品受領メッセージの位置付け確認

引当可能在庫引当可能在庫
引当可能在庫メッセージの存在確認及び引当可能在庫

メッセージの検討実施

店頭売上及び店頭売上及び
店頭店頭在庫情報共有在庫情報共有

店頭売上及び在庫情報メッセージの存在確認及び
メッセージの検討実施

GDSによる商品マスタ交換を前提とし、

メッセージ策定は検討の対象外とする

【決定事項】

JAN（GTIN）を基本方針としつつ、小売各社の
独自商品コードを使用したEDIメッセージに対応する

ダラー発注時の対応方法をガイドラインで定義

流通ビジネスメッセージ標準として値札メッセージを
策定する

情報共有系メッセージは８メッセージと値札メッセージ
に次ぐ優先度とし、残課題として認識する
来年度以降に実施

標準WGにて「返品受領メッセージを

検討しない」ことが決定したため検討対象から除外

業務上の実態を把握した上で、標準への
追加可否を検討（来年度以降も継続検討を実施）

荷姿区分荷姿区分 発注区分および荷姿区分定義の確認及び対応方針の決定
（運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ化）

コードリストに「ハンガー」を追加し、業務上の利用
方法についてはガイドライン上で定義
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主な検討ポイント ～アパレル商材特有部分～

アパレルにおける商品識別 ①商品コード

生産段階から生産段階から
付番されている付番されている

コードコード

アパレル出荷段階アパレル出荷段階
に取り付けられるに取り付けられる

コードコード

アパレル企業内で使用するコード。アパレル品番など。発注用の商品コードとして使用
する場合は、事前にアパレルから小売に対して品番を通知し、両者で一意に認識する。

アパレル企業内で使用するコード。アパレル品番など。発注用の商品コードとして使用
する場合は、事前にアパレルから小売に対して品番を通知し、両者で一意に認識する。

取引先コード取引先コード

アパレル企業が登録したＪＡＮコードが印字された値札（タグ）を、工場出荷段階で取り
付け。不特定の小売に対して出荷する。

アパレル企業が登録したＪＡＮコードが印字された値札（タグ）を、工場出荷段階で取り
付け。不特定の小売に対して出荷する。

ＪＡＮコードＪＡＮコード

小売からの要請により、ＪＡＮコードを印字した値札（タグ）を、工場出荷段階で取り付け。
特定の小売に対して出荷する。

小売からの要請により、ＪＡＮコードを印字した値札（タグ）を、工場出荷段階で取り付け。
特定の小売に対して出荷する。

ＪＡＮコード（小売要請）ＪＡＮコード（小売要請）

小売が自ら付番するＪＡＮ体系の商品コード。小売が自ら付番するＪＡＮ体系の商品コード。

インストアＪＡＮインストアＪＡＮ

小売が自社内における商品管理のために独自に付番した商品コード。コード体系は各
小売個別に付番。

小売が自社内における商品管理のために独自に付番した商品コード。コード体系は各
小売個別に付番。

小売独自品番小売独自品番

主にＮＢ商品に
おいて使用

主にＰＢ商品に
おいて使用

【基本方針】 商品コードに対する基本方針：商品コードに対する基本方針：JANJAN（（GTINGTIN））

現状業務運用を担保するため、小売独自商品コードの使用に対応現状業務運用を担保するため、小売独自商品コードの使用に対応
※※但し将来的には但し将来的には『『JANJAN（（GTINGTIN））』』対応を目指す対応を目指す（ソースマーキング）（ソースマーキング）
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【基本方針】

主な検討ポイント ～アパレル商材特有部分～

アパレルにおける商品識別 ②ダラー品番

《ダラー品番発注とは》
アイテム別価格別等に設定された小売商品コード１つに対してサイズカラー（ＳＫＵ）の異なる
複数のアパレル単品コードをヒモ付け、商品コード単位とする発注方法

（商品マスタセット、値札対応、出荷対応・入荷検品対応に通常単品発注との違いが見られる）

プロパープロパー
出荷時出荷時

例：対象となる商品は初回投入のみで追加フォローがなく、商品管理上
煩雑となるのを避けるためSKU単位の商品管理を行わない場合

セール／セール／
イベント時イベント時

例：ワゴンセール等に見られるＳＫＵの異なる商品の商品品揃え決定を
アパレル側に任せる場合やセールにおける均一価格対応の場合

《ダラー品番発注が実施されるケース》

アパレル商品特性上、今後も発生する取引形態アパレル商品特性上、今後も発生する取引形態
商談時の相対企業間での取り決めにより対応商談時の相対企業間での取り決めにより対応
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ダラー品番発注のセット方法

小売側は、商談時に合意した商品コードにて発注を行う。
アパレル側では、受領したダラー品番での発注に対して、対応する商品を出荷する。

小売は、アパレルとの間で合意した「商品コード：2912345678901」を「商品コード（発注用）」にセットする。

商品コード（発注用）
発注単

位

発注

荷姿

発注数量
（発注単位数）

ダラー品番に対応する

アパレル側での商品コード

荷姿

数

出荷

荷姿

4912345678901 10 ｹｰｽ

4912345678902 15 ｹｰｽ

4912345678903 15 ｹｰｽ
2912345678901 1 1 50 50

4912345678904 10 ｹｰｽ

発注

数量

（バラ）

出荷

数量

（バラ）

発注ﾃﾞｰﾀ上でセット 実納品形態に基づき出荷ﾃﾞｰﾀ上でセット

項目セット例：

4912345678901 4912345678902 4912345678903

2912345678901

発注における商品コード

2912345678901

出荷における商品コード 4912345678901
4912345678902
4912345678903

社内在庫管理システム上でヒモ付け納品2912345678901

バイヤー 営業

商品管理上のコード《ＥＤＩ上の識別》

商談時に商品識別する単位を双方で合意する ⇒ ダラー品番による発注
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値札メッセージ

将来的には、ＪＡＮソースマーキング化ＪＡＮソースマーキング化を目指す。
現状業務担保現状業務担保の観点から値札メッセージの検討を行う。
現状値札発行業務負荷の軽減を図るべく業務プロセスの見直し業務プロセスの見直しから実施する。

値札メッセージ策定方針

多様な値札発行プロセスの存在

値札およびメッセージの現状

アパレル企業による発行、値札ベンダーによる発行
ＥＤＩ実施タイミング（商談時点、発注と同時、発注データに包含・・・）

多様な値札印字項目の存在
値札に印字する項目は、消費者への情報提供（プロモーション）、売場のオペレーション等に深く絡んでいるため、

多様な印字項目が存在している。
印字にあたって、様々なデータ変換を必要とする。

サイズコードをサイズ名称へ変換、項目をハイフン刻みとする・・・

今回策定する値札メッセージは既存業務を担保したＥＤＩメッセージ項目の整理既存業務を担保したＥＤＩメッセージ項目の整理を実施

但し、値札台紙／フォーマットの統一も視野にいれた検討を継続していく。値札台紙／フォーマットの統一も視野にいれた検討を継続していく。
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（参考）値札発行までのフロー

値札メッセージから値札印字を行うまでに様々な変換、手入力が発生している。
情報の入手元が多数存在しており、値札メッセージだけでは完結しない。

⇒結果として、手作業による値札発行が行われている。（非効率作業／納品リードタイムへ影響）

項目＋
フォーマット④

マスタ
テーブル

③②①（小売から）

EDIデータ

EDIサーバ 値札印字用プログラム

値札印字用
システムデータ

EDIから取り出した
値札印字項目

値札印字用の
元データ

値札発行用
データ

プリンタ制御項目

SBDH

HEAD

BODY

データボディ
a.印字項目
b.データハンドル

項目
・対応する

発注データ
・枚数

サイズコード サイズ名称

※値札印字のために
プリンタ側で編集する
データ

・ｘｘｘの場合、（cm）を
付ける
（データ） （印字）

→ 品番A、23 ⇒ 23cm

値札プリンタ側プログラム

・・・

・・・

・・・

名称

・・・

・・・

・・・

サイズ

コード

⑤⑤

個別項目の入力 個別項目の入力

値札発行フロー
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値札メッセージの構成

値札メッセージ項目の分類整理値札メッセージ項目の分類整理

フラットな構造フラットな構造

SBDHSBDH

指図項目指図項目

印字項目印字項目

流通ビジネスメッセージ標準を
踏襲した階層構造化

① 指図項目
札種や発行場所など
値札発行の指図に利用される項目

② 印刷項目
カラー、サイズ、JANなど
印字に関する情報をあらわす項目

印字項目印字項目

印字項目の内容をさらに分類
印字対象項目印字対象項目

変換対象項目変換対象項目

情報共有項目情報共有項目

① 印字対象項目
メーカーコード、商品コード、カラー、サイズなど
そのまま印字される項目

② 印刷項目
原単価、表示売価など、変換を伴い印字される項目
バーコード情報など複数項目の組合せによる印字
される項目

③ 情報共有
発注番号、発注日など親情報との紐付けに必要な項目

階層構造化

項目の内容で分類
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値札メッセージの構成

印字項目の汎用化印字項目の汎用化

各社固有項目（相対項目）の共通項目化（汎用化）
印字補助区分１～ｎなどの項目を作成し、当事者間の取り決めの上で利用する。

ニチリウ区分ニチリウ区分

追加区分追加区分

印字区分１印字区分１

印字区分２印字区分２

印字区分３印字区分３
当事者間の取り決めの上で
汎用項目を利用する

各社固有の仕様による組み合わせ項目（バーコード）
バーコード１～ｎなどの項目を作成し、各社取り決めの上で利用する。
組み合わせ項目を分解した状態で標準メッセージ化する。

仕入区分＋商品コード＋SKU組合せコード仕入区分＋商品コード＋SKU組合せコード バーコード１バーコード１

バーコード２バーコード２

バーコード３バーコード３

中分類＋品番＋JAN2桁中分類＋品番＋JAN2桁

バーコード上段

バーコード売価バーコード売価
当事者間の取り決めの上で
汎用項目を利用する
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本年度の着地点と今後の予定

平成17年
ＧＭＳ（グロサリ）

７ﾒｯｾｰｼﾞ

発注
出荷伝票

出荷梱包①
受領
返品
請求
支払

平成18年
ＧＭＳ（アパレル）

７ﾒｯｾｰｼﾞ
↓

８ﾒｯｾｰｼﾞ
発注

出荷伝票
出荷梱包①
出荷梱包②

受領
返品
請求
支払

出荷梱包②：出荷梱包ヒモ付け無し

値札

情報共有系
ﾒｯｾｰｼﾞ

納品提案
ＰＯＳ売上
在庫報告
移動報告

・

９ﾒｯｾｰｼﾞについて
標準策定
（ＧＭＳ側と合意）

⇒ スキーマ開発

⇒ 共同実証

来年度以降実施

⇒ ＧＭＳとの共同検討
・標準策定へ

・プロセス／メッセージ

平成１９度以降の実施作業

商品マスタ 商品マスタＥＤＩメッセージの検討
（ＧＤＳとの連携検討）

※百貨店側策定
メッセージとの統合

消化仕入プロセス

９
メ
ッ
セ
ー
ジ

９
メ
ッ
セ
ー
ジ

ア
パ
レ
ル
特
有

ア
パ
レ
ル
特
有

マ
ス
タ

マ
ス
タ


	アパレル業界�流通ビジネスメッセージ標準策定事業
	本事業の目的および全体概要
	アパレル業界流通ビジネスメッセージ標準策定事業スケジュール
	本事業の実施作業内容
	本事業の実施作業内容
	本年度の検討範囲
	本年度の検討範囲
	アパレル商材対応における課題と対応
	主な検討ポイント　～アパレル商材特有部分～
	主な検討ポイント　～アパレル商材特有部分～
	ダラー品番発注のセット方法
	値札メッセージ
	（参考）値札発行までのフロー
	値札メッセージの構成
	値札メッセージの構成
	本年度の着地点と今後の予定

